
令和 7年 7月 3日 

 

鹿児島市医師会病院で入院診療を受けられた患者さんへ 

 

「スルバクタムナトリウム/アンピシリンナトリウム製剤の

販売中止が大腸菌の薬剤感受性に及ぼす影響」に関する研究

への協力のお願い 
 

薬剤部では、過去に下記のような診療を受けた患者さんのデータを用いた臨床研究を行

います。患者さん個人のお名前や、個人を特定できる情報は一切公表しません。皆様のご

理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

研究目的 ：当院で採用していた注射用抗菌薬であるスルバクタム/アンピシリンナトリウ

ム製剤の販売中止後、他社販売品が購入可能になるまでの約 2 年間、当院では本剤

を使用することができませんでした。細菌に対して抗菌薬が効果的に作用するかの

指標となる薬剤感受性は、抗菌薬の使用量の影響を受けることが報告されているた

め、本剤についても同様の傾向が見られるかを確認します。 

研究内容 ：当院での細菌検査で検出された大腸菌の本剤に対する薬剤感受性データを収集

し、1 年ごとに薬剤感受性率を算出します。本剤が使用できた期間と使用できなか

った期間において、本剤に対する大腸菌の薬剤感受性率を比較します。また、同期

間における本剤の使用量を調査し、使用量と薬剤感受性率に相関が認められるかを

確認します。 

 

対象 ：2015年 2月から 2025年 2月に当院入院中に細菌検査を実施し、大腸菌が検出され

た方 

 

研究への参加辞退をご希望の場合 

この研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありません。また、費用もか

かりません。この研究では当院において既に管理している患者さんのデータを使用させて

いただきます。患者さん個人のお名前や、個人を特定できる情報は一切公表いたしません。 

この研究に関して不明な点がある場合、あるいはデータの利用に同意されない場合には、

以下にご連絡ください。なお、本研究は、鹿児島市医師会病院 臨床倫理委員会の承認を

得ております。また、この研究への参加をお断りになった場合にも、将来にわたって当院

における診療・治療において不利益を被ることはありませんので、ご安心ください。 

 

 

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反 

研究者及び鹿児島市医師会病院に帰属し、研究対象者には生じません。また、本研究に

関して、利益相反関係にある企業等はありません。 



この研究に関して不明な点がある場合は、以下にご連絡ください。 

 

連絡先 

 鹿児島市医師会病院 薬剤部 

 電話番号 ０９９－２５４－１１２５    

研究責任者：中島 誠 


